
本
の
中
小
企
業
は
深
刻
な

人
材
不
足
に
直
面
し
て
い

る
。
中
小
機
構
の
「
第
１
７
２
回

中
小
企
業
景
況
調
査
」
に
よ
る

と
、
従
業
員
が
「
過
剰
」
と
回
答

し
た
企
業
の
割
合
か
ら
「
不
足
」

と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
を
引
い

た
「
従
業
員
過
不
足
Ｄ
Ｉ
」
は
、

全
産
業
で
▲
21
・
９
。
人
材
が
不

人
倍
率
が
１
・
３
０
倍
（
厚
生
労

働
省
「
一
般
職
業
紹
介
状
況
」）

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
優
秀
な
人

材
の
確
保
は
容
易
で
は
な
い
状
況

で
あ
る
。

　

現
在
の
厳
し
い
状
況
下
で
は
、

既
存
人
材
を
い
か
に
活
用
す
る
か

が
企
業
の
競
争
力
を
維
持
し
、
成

長
を
実
現
す
る
た
め
の
カ
ギ
と
な

る
。
具
体
的
に
は
、
既
存
人
材
の

活
用
は
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
①
業

務
の
効
率
化
、
②
人
材
の
育
成
と

活
用
、
③
職
場
環
境
の
整
備
に
分

け
ら
れ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
こ
れ
ら
３
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
細
分
化
し
、
８
項

目
か
ら
深
掘
り
す
る
。

　

新
規
採
用
だ
け
で
は
な
く
、
既

存
人
材
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
中
小
企
業
の
持
続
可
能
な

経
営
と
人
材
不
足
の
解
消
に
つ
な

が
る
こ
と
。
そ
し
て
、
取
引
先
の

中
小
企
業
に
は
ど
の
よ
う
な
キ
ー

ワ
ー
ド
を
用
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
か
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

足
し
て
い
る
と
回
答
し

た
企
業
が
、
過
剰
と
回

答
し
た
企
業
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

　

産
業
別
に
見
る
と
、

特
に
建
設
業
で
▲
36
・

０
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
▲

24
・
８
、
製
造
業
で
▲

19
・
８
と
マ
イ
ナ
ス
幅

が
大
き
い
。

　

こ
う
し
た
人
材
不
足

の
解
消
に
対
し
て
は
、

新
規
採
用
と
既
存
人
材

活
用
の
２
つ
の
打
ち
手

が
あ
る
。
し
か
し
採
用

に
つ
い
て
は
、
２
０
２

３
年
６
月
度
の
有
効
求

日

新規採用だけではない！

人材採用以外の課題解決を
アドバイスしよう

蘇木亮太
株式会社コトラ コンサルタント
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（「過剰」－「不足」今期の水準）

※網掛け部分は景気後退期
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全産業
建設業
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製造業
卸売業
サービス業

図表１　産業別従業員数過不足DIの推移 

（出所）中小機構「第172回中小企業景況調査」（2023年４−６月期）より抜粋
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ず
取
り
上
げ
る
の
は
業
務

の
効
率
化
で
あ
る
。
業
務

の
効
率
化
は
、
業
務
の
棚
卸
、
デ

ジ
タ
ル
化
・
自
動
化
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
の
３
つ
の
要
素
に
細
分

化
で
き
る
。

　

中
で
も
業
務
の
棚
卸
は
、
一

見
、
手
間
と
時
間
が
か
か
る
作
業

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
そ
の
分
、
見
込
ま
れ
る
効
果

も
大
き
い
。

　

す
べ
て
の
業
務
を
見
直
し
、
そ

の
価
値
と
費
用
対
効
果
を
評
価
す

る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
に
と
っ
て

本
当
に
重
要
な
業
務
・
リ
ソ
ー
ス

の
無
駄
遣
い
に
な
っ
て
い
る
業
務

は
ど
れ
か
を
明
確
に
で
き
る
。
必

要
な
業
務
と
そ
う
で
な
い
業
務
が

分
か
れ
ば
、
従
業
員
の
時
間
と
才

能
を
最
適
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　

具
体
的
な
進
め
方
と
し
て
、
す

べ
て
の
業
務
を
細
部
に
わ
た
っ
て

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
第
一

歩
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
必
要
と

な
る
の
は
、
全
体
観
の
把
握
で
あ

る
。
業
務
の
漏
れ
が
あ
る
と
、
正

確
な
棚
卸
が
で
き
な
い
。

　

次
に
リ
ス
ト
を
１
つ
ひ
と
つ
確

認
し
、
各
業
務
が
直
接
的
に
収
益

に
貢
献
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
間

接
的
に
企
業
の
成
長
や
生
産
性
向

上
に
寄
与
す
る
か
を
評
価
す
る
。

業
務
の
価
値
が
不
明
確
な
も
の
や

費
用
対
効
果
が
低
い
も
の
は
、
改

善
・
削
減
の
対
象
と
な
る
。

客
観
的
な
指
標
で

価
値
判
断
を
行
う

　

一
方
で
、
業
務
の
棚
卸
に
は
課

題
も
存
在
す
る
。
業
務
の
価
値
評

価
の
難
し
さ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
業
務
が
企
業
に
と
っ
て
ど
れ
ほ

ど
の
価
値
が
あ
る
か
は
、
非
常
に

主
観
的
で
見
え
に
く
い
場
合
も
あ

り
、
評
価
が
難
し
い
。

　

解
決
策
と
し
て
は
、
客
観
的
な

指
標
を
用
い
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ

る
。
業
務
に
か
か
る
時
間
、
コ
ス

ト
、
必
要
な
ス
キ
ル
、
そ
し
て
そ

の
業
務
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る

収
益
や
価
値
な
ど
が
代
表
的
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
に
入
れ
、
全

体
像
を
描
く
と
よ
い
。

　

も
う
１
つ
の
課
題
が
、
業
務
を

削
減
す
る
際
の
抵
抗
で
あ
る
。

　

一
般
に
人
は
変
化
を
嫌
う
生
き

物
で
あ
り
、
特
に
自
身
の
業
務
が

削
減
対
象
に
な
れ
ば
、
抵
抗
感
を

抱
く
こ
と
は
自
然
な
反
応
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
効
率
化
の
目
的

と
そ
の
重
要
性
を
従
業
員
に
伝

え
、
全
員
が
同
じ
方
向
を
向
く
よ

う
な
組
織
風
土
を
醸
成
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
業
務
の
棚
卸
は

企
業
の
生
産
性
向
上
と
持
続
的
な

成
長
だ
け
で
な
く
、
間
接
的
に
、

働
く
従
業
員
１
人
ひ
と
り
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

　

不
要
な
業
務
を
探
す
以
上
、
金

融
機
関
の
担
当
者
と
し
て
は
取
引

先
に
聞
き
づ
ら
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
経
営
者
自
身
が
課
題
感
を
抱

い
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
も
事

実
。
ぜ
ひ
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
つ

つ
、
経
営
者
の
課
題
感
を
把
握
し

て
ほ
し
い
。

ま ❶業務の
　効率化

No.１

業
務
の
棚
卸

声かけ

キーワード
◆収益貢献
◆費用対効果
◆効率化
◆持続的な成長
◆生産性向上
◆モチベーション向上
◆エンゲージメント向上

業務を見直してみる
と、意外と改善・削減
できる業務が見つかる
と聞きます。生産性向
上なども期待できるの
で、採用活動の前に、
業務の棚卸をしてみま
せんか

採用と活用の両面からサポート！

取引先の人材不足解決を支援する

特集
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